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機械器具(06) 呼吸補助器 

管理医療機器 酸素供給用経鼻カニューレ 35201000 

アトム酸素鼻孔カニューラ 
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再使用禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【形状･構造及び原理等】 

1. 各部の名称 

・本品は、ポリ塩化ビニル（可塑剤：フタル酸ジ（2－エチルヘキシル））

を使用している。 

 

《OX-20》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタタイプ サイズ 鼻孔挿入部間隔 

ソケット 
L 18 mm 

スタンダードコネクター 

ソケット 
M 14 mm 

スタンダードコネクター 

ソケット 
S 10 mm 

スタンダードコネクター 

 

《OX-28》 

※下部以外の形状は、OX-20参照。 

 

 

 

 

 

 

 

 

コネクタタイプ 規格 鼻孔挿入部間隔 

ソケット 
成人用 16 mm 

スタンダードコネクター 

ソケット 
小児用 10 mm 

スタンダードコネクター 

 

 

 

 

 

 

《新生児用》 

※下部以外の形状は、OX-20参照。 

 

 

 

 

 

 

 

コネクター 

タイプ 
規格 サイズ 

鼻孔挿入部 

高さ 間隔 

スタンダード 

コネクター 

新生児/未熟児用

フリー 
フリー 0mm 7mm 

新生児用 3000 M 4mm 9mm 

未熟児用 2000 S 4mm 8mm 

未熟児用 1000 SS 3mm 7mm 

未熟児用 500 SSS 2mm 6mm 

 

2. 体に接触する部分の組成 

ポリ塩化ビニル 

 

3. 原理 

患者鼻孔部に装着するカニューラおよび酸素供給器と接続のための

コネクターからなり、チューブを介して患者へ酸素を供給する。 

 

【使用目的又は効果】 

経鼻的に酸素吸入療法をおこなうための医療機器である。 

 

【使用方法等】 

 1) 本品のソケット、またはスタンダードコネクターを酸素供給器または

酸素供給チューブと接続する。 

 2) カニューラの鼻孔挿入部を鼻部に装着し、カニューラ側チューブ

を両耳にかけ、チューブを頬から顎に持っていく。 

 3) ストッパーリングを移動させ、チューブが耳から外れ落ちないように

調節する。このとき、鼻部や耳部に過度の圧迫が無いようにするこ

と。 

 4) 患者の呼吸量によって酸素濃度が変化するため、希望の濃度が

得られるように酸素供給器の流量を調節する。 

 

＜使用方法等に関連する使用上の注意＞ 

 1) 接続相手との着脱の際は、本品のソケットまたはスタンダードコネ

クターを持って行うこと。 

 2) 新生児/未熟児に本品を装着する際は、不意に外れることがない

よう、適宜絆創膏などを利用して固定すること。 

 3) 新生児/未熟児等に酸素投与を行う際は、本品の鼻孔挿入部の

穴が確実に患者の鼻孔に向いていることを定期的に確認すること。 

 4) 患者の状態を観察しながら慎重に使用すること。 

 5) 必要に応じて血中の酸素濃度を、パルスオキシメータまたは血液

ガス分析装置などにより確認すること。 

 6) 本品との接触部位に発疹などが生じた場合は、ただちに使用を中

止し、診断の上で対処、代替処置等を施すこと。 

 7) 室温変動により、接続相手の接続口とソケット間またはスタンダー

ドコネクター間の接続が緩くなることがあるため、ときどき接続の確

実性を調べ、確実な接続を維持すること。 

 8) 本品の抜き差しを繰り返し行い、接続相手の接続口とソケット間ま

たはスタンダードコネクター間の接続が緩くなった場合は、新しい

製品と交換すること。 

【禁忌・禁止】 

 1) 再使用禁止。一患者限りの使用とすること。 

 2) 本品を使用している近くでは火気厳禁とすること。 

[爆発や火災の原因となるため。] 

 3) 使用前および使用中は、油性ローションまたは軟膏を使用し

ないこと。 

[火災および火傷の原因となるため。] 
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 9) チューブ内で結露した水が鼻に入ることがあるため、必要に応じて

トラップを使用すること。 

10) 本品を折り曲げたり、ねじったりしないこと。また、何かに挟まれて

いないか確認すること。[破損や閉塞のおそれがあるため。] 
**11) 本品が汚れた場合は、新しい製品と交換すること。 

12) ストッパーリングを締め付けすぎると、皮膚との接触部位に跡が付

いたり、びらんや潰瘍の原因となる場合もあるため十分注意するこ

と。 

13) 本品の装着後、ストッパーリングが患者の皮膚などを圧迫しないよ

う注意すること。特に新生児/未熟児に使用する際は、ストッパーリ

ングが頭の下に来ないよう注意すること。 

 

【使用上の注意】 

＜重要な基本的注意＞ 

 1) 患者の呼吸量によって酸素濃度が変化するため、希望の濃度が

得られるように酸素供給量を調節すること。 

 2) 本品はポリ塩化ビニルの可塑剤であるフタル酸ジ（2-エチルヘキ

シル）が溶出するおそれがあるので、注意すること。 

 3) 本品を酸素供給チューブまたは酸素供給器に接続する場合、接

続が確実であることを確認すること。 

 4) 本品を酸素供給チューブまたは酸素供給器に接続する場合、火

炎の伝播を遮断する構造を持つ機器と接続すること。 

 5) 使用前に本品の回路に閉塞や、緩み、外れ等がなく、確実に酸素

が供給されていることを確認すること。 

[回路の閉塞や外れがあると酸素が患者に供給されず、危険であ

るため。] 

 6) 新生児/未熟児等、患者自身の意思で本品の着脱ができない場

合は、万一酸素供給が止まった際に死腔換気とならないよう、鼻

孔挿入部に突起のないフリータイプを推奨する。 

 7) 患者の鼻孔の大きさに適したサイズの製品を選択し使用すること。 

[サイズが合っていないと、鼻孔部に潰瘍などを起こす可能性があ

るため。] 

 8) 本品は酸素流量 6L/min以下での使用を推奨する。 

[酸素ガスが鼻粘膜に直接ぶつかり刺激するため。] 

 9) 長期に使用する場合、患者の分泌液等によりチューブ内が閉塞さ

れる場合があるため十分注意すること。 

10) 使用済みカニューラの鼻孔挿入部に接触した場合、すぐに手を洗

い流すこと。 

11) 使用後は、医療廃棄物として適切に処理・廃棄すること。 

 

【保管方法及び有効期間等】 

＜保管方法＞ 

水ぬれに注意し、高温多湿、直射日光を避けて保管する。 

＜有効期間＞ 

使用期限は外箱に記載 [自己認証データによる。] 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

■製造販売業者 

 

 

〒338-0835 埼玉県さいたま市桜区道場 2-2-1 

TEL:048-853-3661(大代表) FAX:048-853-0304(代表) 

 

 


